
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.160-161　日本の工業とその変化
2．目標　⑴　日本の工業地域は、臨海部から内陸部や大都市周辺に変化してきていることを理解できる。
	 ⑵　企業の海外移転に伴う産業の空洞化や、安い工業製品の輸入の増加など、日本の工業の課題を考察できる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「日本の主な工業
地域」の図を題材にし、
本時の課題をつかむ。

２．工業地域が広がっ
てきた理由を予想し、
学習課題への見通しを
持つ。

〇　「日本の主な工業地域」の図
を題材にし、工業地域の変化につ
いて考えさせながら、本時への導
入を図る。

〇　工業地域が広がってきた理由
を予想させる。

〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た
せる。

展
　
　
　
　
開

３．日本の工業地域の
分布の特色を理解し、
太平洋ベルトを中心に
形成されてきた理由を
考える。

４．工業の変化に伴
い、工場の立地条件も
変化してきたことを理
解する。

　⑴　輸出品の変化

○　日本の工業地域の分布の特色
を挙げさせ、そのような特色がみ
られる理由を考えさせる。

◆　戦後は、原油や鉄鉱石などの
鉱産資源を利用した重化学工業が
発展してきたため、輸入に便利な
臨海部に大規模な工業地帯が形成
されてきたことに気付かせる。
◆　製鉄所や精油所、化学工場な
どの重化学工業の工場が建設され
たことを理解させる。

○　日本の輸出品の変化から、工
業の変化を考えさせる。
◆　日本の工業は、戦前は繊維工
業、戦後は重化学工業、近年は先
端技術産業へと変化してきたこと
を理解させる。

学習課題：�日本の工業にはどのような特色があり、工場の立地はどのように変化してきたのだろうか。

工業地域が広がってきた理由を予想してみよう。

このような工場群には、どのような工場があるのだろうか。
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評価との関連 指導のポイント

知識・技能
・	日本の工業は、軽工業から重化学工業、先端技術産業へと発展してきたことを理解している。
・	日本の工業地域の分布と移り変わりを工業の変化と関連させて理解している。

思考・判断・表現
・	日本の企業の海外移転による産業の空洞化や、アジア諸国からの安い工業製品の輸入の増加など、
日本の工業の課題を考察している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント
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1970年ごろの工業地域と比べ、現在の工業地域
はどのように変化しているのだろうか。

日本の工業地域の分
布の特色を挙げ、そ
のような特色がみら
れる理由を説明して
みよう。
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日本の輸出品の変化をまとめてみよう。
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展
　
　
　
　
　
　
開

　⑵　先端技術産業
　　　と立地条件

５．企業の海外進出や
中国やアジア諸国の工
業発展に伴い、日本の
工業が変化してきたこ
とを理解する。

　⑴　自動車の海外
　　　生産

　⑵　輸入品の変化

○　先端技術産業とはどのような
産業か、また、どこで発達しやす
いか考えさせる。
◆　先端技術産業とは、携帯電話
や航空機、産業用ロボット、先端
の医療機器や医薬品などを開発・
生産する産業であり、人材や流行
などの情報が集まりやすい都市部
で発達しやすいことを理解させる。

○　資料から、自動車の海外生産
が増えた理由を考えさせる。
◆　1980 年代に発生した貿易摩
擦以降、日系企業がアメリカ合衆
国やヨーロッパに進出して現地生
産するようになったことを理解さ
せる。

〇　日本の輸入品の変化を読み取
らせ、その理由を考えさせる。
◆　1975 年は石油が最大の輸入
品であったが、近年は、電気や自
動車などの工業製品が多くなって
いることに気付かせる。
◆　賃金が安い中国や東南アジア
に進出した工場で生産された工業
製品が輸入されていることに気付
かせる。

　⑶　産業の空洞化 ◆　企業の海外移転や安い工業製
品の輸入増加は、国内の失業者の
増加や生産の減退など、産業の空
洞化を招きかねないことを理解さ
せる。

整
　
　
理

６．本時のまとめをする。

７．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　内陸部に新しい工業地域が形
成された背景について、日本の工
業の変遷と交通網の発達などに着
目して説明できたか確認する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

先端技術産業とは、どのような製品を生産してい
るのだろうか。

近年の日本が抱える工業の課題を説明してみよう。

内陸部に新しい工業地域が形成された背景につい
て、説明しよう。
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自動車生産の変化を説明してみよう。

なぜ、自動車の海外生産が増えたのだろうか。

先端技術産業は、どのような地域に発達するのだろうか。

輸入品の変化を挙げてみよう。

なぜ、工業製品の輸入が増えてきたのだろうか。

繊維（糸，織物，衣類など）
食品（肉製品，乳製品，缶詰，調味料，菓子など）
印刷（印刷・製本など）
など

重
化
学
工
業

軽
工
業

重工業 金属

機械

化学工業 石油化学（ガソリン・灯油，せっけん・洗剤，医薬品）

鉄鋼（鉄道レール，自動車や船の鋼板など）
金属製品（洋食器，刃物，アルミニウム製品など）
など

一般機械
など

輸送機械

電気機械（テレビ，パソコン，エア
コン，携帯電話など）
（自動車，オートバイ，鉄
道車両，航空機など）
（農業機械，建設機械，エレベー
ター，産業用ロボットなど）
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※1 2007年に海外生産の集計方法を
　　変更しているので，2006年以前
　　とは単純には比較できません。
※2 2017年より，一部のメーカーを
　　含みません。
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